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令抑妥ザ伸お出1島立ち 昨年いただきました機友督機のご受握ご指導を心から8謝
いたします。
呑年もなにとぞよるXお
日い申し上げます。

「鹿島立ち」は、奈良時代、筑紫等の

要路任務に赴く東国武士等が、道中無
事を祈つて此処から旅だったという。
祭神フツヌシノ命は、杵築稲佐の浜
で、タケミカゾチ命と共に大国主命か
ら国を譲り受けた神 (日本書紀)。

令痢元年度 ■大島根桜信会鶴会開催ご案内

0852-27-8605

それぞれ チーム

写真撮影
上記の通り支部総会を開催 しますのでふるつてご出席くださるようお願い

します。 例年、出席が減って来ています。 昨年は 3名。 鳴呼。

出欠はがき締め切り 2月 23日

井上 明 tH28/1) 岩崎 幸夫 (S60/法 ) 大原 義隆 (S35/文) 河野 義男 (SSy商 )
酒井 賛三 佃研宿 ) 坂本 育穂 (S47/文) 浮田 寿子 (S45/商) 下山 司 値01/法)
周藤  鼻(SS3/4) 滝尻行雄 (S50/文)  日久和剛史(E20/文) 宮崎 健治 (S49/商 )
村上 議武 tH06/8) 毎年のご協力衷心より感謝致します。領収書に換えます。(敬称略・五十音順)
令和 2年宜機左会■お■いします。 振替用紙を同封しています。

年額 19500円
窓日手数料 200円
ATM手数料 150円

事務局は ATMで納入くだされば50円多く頂けます。
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「山陰新聞」、明治 21

(1888)年 5月 5日 附録

O松江城山にあつた幻の記念塔
現在の松江城山「興雲閣」は明治 36(1903)年 )明治天皇行幸 (実現せず)
を計つて建設されたもので、それまでは明治 21(1888)年 に建立された左の如

き銅製の塔が空を摩していた。隣には明治 32(1899)年 に松江神社が移設創建

された。この紀年塔は、台石を含めて総高約 1l m、 正式には「西南之役雲
石隠戦死者紀念碑」で、明治 10(187の年の西南戦争の島根県出身者 114名 の

戦死者 (山陰新聞)の慰霊碑で、この碑前で、明治 21(1888)年 5月 5日 (仏式
は翌日)、 籠手田安貞島根県知事を祭主として、千家出雲大社国造以下 100余
の神職に県官、武官、議員その他 500名余参列の下、建碑式及び招魂祭が執
り行われた。無類の盛儀に合わせて繰 り出した雑踏降りは「県下三国並びに

鳥取広島の両県下より出松したる者は其幾千人なるを知るべからず」、同時に

市内の旅店、割烹や、貸座敷も満員の盛況だつたと山陰新聞は伝える。 しか

し、この紀年塔も「興雲閣」建設のため天守閣前に移動させられ、次には「直

政公碑」建設の為にその場を追われ、城山内の山中にあつたというが、終い

には太平洋戦争の金属供出によつてその運命を終わつた。いまは、「興雲閣」

左前に、当時の寡金趣意と募金者の氏名を刻した石製円形の「特別義指者」

碑が当時のままに再建され、在 りし日の面影を僅かに伝えている。 (坂本)
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